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は
じ
め
に

　

調
停
六
法
に
よ
る
と
、
民
事
調
停
委
員
及
び
家
事
調
停
委
員
は
、
弁
護
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
、
民
事

若
し
く
は
家
事
の
紛
争
の
解
決
に
有
用
な
専
門
的
知
識
経
験
を
有
す
る
者
又
は
社
会
生
活
の
上
で
豊
富
な
知
識

経
験
を
有
す
る
者
で
、
人
格
識
見
の
高
い
年
齢
四
十
年
以
上
七
十
年
未
満
の
者
の
中
か
ら
、
最
高
裁
判
所
が
任

命
す
る
、
と
あ
る
。

　

調
停
委
員
の
基
本
は
、
迅
速
に
妥
当
な
結
論
を
導
き
、
熱
心
、
誠
実
、
公
平
な
態
度
で
当
事
者
の
言
う
こ
と

を
よ
く
聴
き
、
柔
軟
な
頭
脳
で
和
解
に
導
く
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
要
求
さ
れ
る
。
な
お
か
つ
、
守
秘
義
務
は
言
う
ま

で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
私
は
こ
の
調
停
委
員
を
民
事
・
家
事
共
に
十
数
年
間
勤
め
上
げ
、
近
年
、
任
期
満
了

を
迎
え
た
。
そ
の
間
、
数
多
く
の
民
事
・
家
事
事
件
を
担
当
し
、
中
に
は
不
成
立
で
審
判
・
訴
訟
移
行
も
あ
っ

た
が
、
大
多
数
は
和
解
成
立
に
導
い
た
。

　

そ
こ
で
、
私
が
担
当
し
た
過
去
の
事
件
の
中
か
ら
印
象
に
残
っ
た
事
件
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。
し
か
し
、
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言
う
ま
で
も
な
く
、
登
場
す
る
人
物
、
団
体
な
ど
は
す
べ
て
仮
名
で
あ
る
。
私
は
自
分
が
関
わ
っ
た
事
件
を
通

し
て
人
と
し
て
の
あ
り
方
、
生
き
方
を
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
密
室
で
あ
る
調
停
室
で
行
な
わ
れ
て
い
る
調
停
の
ド
ラ
マ
を
覗
い
て
み
よ
う
。

　

裁
判
所
に
は
法
廷
、
審
判
廷
の
他
、
調
停
室
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
調
停
室
は
小
部
屋
に
な
っ
て
い
て
、

真
ん
中
に
机
が
あ
り
、
片
方
に
男
性
と
女
性
の
調
停
委
員
が
座
り
、
向
か
い
側
に
当
事
者
が
座
る
。
民
事
調
停

の
場
合
は
、
時
と
し
て
同
性
同
士
の
調
停
委
員
が
担
当
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

申
立
人
と
相
手
方
は
各
待
合
室
で
待
っ
て
い
て
も
ら
い
、大
体
三
十
分
交
替
を
目
安
に
調
停
室
に
招
き
入
れ
る
。

　

申
立
人
と
相
手
方
は
別
席
調
停
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
が
、
申
立
人
、
相
手
方
の
希
望
に
よ
り
慎
重
に
精
査

し
た
場
合
や
、
事
件
に
よ
り
調
停
委
員
が
ど
う
し
て
も
と
判
断
し
、
当
事
者
が
同
意
し
た
場
合
の
み
、
同
席
調

停
も
あ
り
得
る
。

　

調
停
成
立
、
不
成
立
時
も
、
申
立
人
、
相
手
方
の
意
向
を
配
慮
し
て
同
席
ま
た
は
別
席
で
行
な
わ
れ
る
。

　

調
停
は
、
あ
く
ま
で
も
申
立
人
、
相
手
方
の
話
し
合
い
で
あ
り
、
お
互
い
が
ど
う
し
た
い
か
が
重
要
で
、
譲

歩
す
べ
き
点
は
譲
歩
し
て
、
双
方
納
得
の
い
く
合
意
点
を
見
出
す
べ
く
、
調
停
委
員
は
努
力
を
惜
し
ま
な
い
。

　

さ
あ
、
皆
様
、
調
停
室
に
ど
う
ぞ
お
入
り
く
だ
さ
い
。

�

　

平
成
二
十
二
年
十
月
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一
、
債
務
額
決
定

　

○
申
立
人
・
二
十
代
男
性

　

○
相
手
方
・
十
代
女
性

　

○
法
廷
代
理
人
・
父
、
母

　

申
立
人
は
車
に
乗
っ
て
い
て
、
自
転
車
に
乗
っ
た
相
手
方
に
衝
突
し
、
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
の
で
債
務
額
を
決

め
て
ほ
し
い
と
の
申
し
立
て
。

　

申
立
人
は
九
カ
月
前
、
下
校
途
中
の
相
手
方
に
当
た
っ
た
の
だ
が
、
当
た
っ
た
の
を
知
ら
ず
に
医
者
に
行
っ

た
。
そ
こ
で
車
を
見
て
、
そ
う
言
え
ば
途
中
、
何
か
衝
撃
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
警
察
に
電
話
し
た
。

引
き
逃
げ
に
な
っ
た
が
、
刑
事
罰
な
し
の
無
罪
に
な
り
、
反
則
点
数
は
マ
イ
ナ
ス
四
点
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
相

手
方
の
母
親
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
ど
う
い
う
こ
と
だ
。
誠
意
が
な
い
。
話
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
、
菓
子
折
と

二
万
円
を
持
っ
て
見
舞
い
に
行
っ
た
。
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第一部　民事事件

　

車
は
申
立
人
の
義
父
の
名
義
で
あ
り
、
任
意
保
険
は
更
新
を
忘
れ
て
い
て
切
れ
て
お
り
、
強
制
保
険
し
か
入

っ
て
い
な
い
。

　

事
故
後
、
一
カ
月
の
間
に
、
相
手
方
に
制
服
、
自
転
車
、
ポ
ケ
ッ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
代
と
し
て
十
二
万
円

を
払
い
、
一
カ
月
間
の
治
療
費
約
十
八
万
円
を
請
求
さ
れ
て
い
る
。

　

相
手
方
の
後
遺
症
は
面
倒
を
見
る
が
精
神
的
苦
痛
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
訴
え
た
。

　

相
手
方
は
事
故
で
頭
を
打
っ
て
一
日
入
院
、
左
足
に
裂
傷
を
負
い
、
二
十
七
針
縫
い
、
む
ち
打
ち
で
通
院
し

た
。

　

そ
の
後
、
申
立
人
は
相
手
方
か
ら
連
絡
が
な
い
し
、
話
し
合
い
も
う
ま
く
い
か
ず
、
相
手
方
も
調
停
申
立
準

備
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

相
手
方
は
事
故
後
、
一
カ
月
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
代
、
足
の
治
療
代
（
整
形
）、
引
き
逃
げ
に
よ
る
精
神
的
苦

痛
に
よ
る
慰
謝
料
、
通
院
の
ガ
ソ
リ
ン
代
、
合
わ
せ
て
五
十
万
円
を
請
求
し
た
い
と
言
う
。

調
停
二
回
目

　

相
手
方
は
前
回
以
後
、
熱
を
出
し
た
り
試
験
が
あ
っ
た
り
大
変
だ
っ
た
が
、
申
立
人
の
親
が
治
療
費
十
八
万

円
を
払
い
に
来
た
と
言
う
。
今
ま
で
の
領
収
書
の
一
部
を
提
出
、
文
書
料
約
七
千
円
を
請
求
、
明
日
、
入
院
の

見
積
も
り
に
行
く
と
言
う
。
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申
立
人
は
保
険
会
社
に
出
す
た
め
、
相
手
方
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
学
校
許
可
書
も
請
求
し
た
。

調
停
三
回
目

　

相
手
方
は
入
院
、
手
術
が
一
カ
月
後
と
決
ま
り
、
一
週
間
か
ら
十
日
間
の
入
院
予
定
で
、
そ
の
後
ギ
プ
ス
が

半
年
間
、
そ
の
間
、
親
の
学
校
送
り
迎
え
が
あ
り
、
後
、
リ
ハ
ビ
リ
と
な
る
と
言
う
。

　

申
立
人
は
相
手
方
の
入
院
申
込
書
に
保
証
人
の
印
を
押
し
、
承
諾
書
、
領
収
書
な
ど
を
受
け
取
っ
た
。

調
停
四
回
目

　

申
立
人
は
不
出
頭
。

　

相
手
方
は
前
回
以
後
、
入
院
・
手
術
を
済
ま
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
初
の
手
術
は
失
敗
し
て
大
変
だ
っ
た

ら
し
い
。
来
週
、
コ
ル
セ
ッ
ト
を
外は
ず

す
が
、
後
、
半
年
間
の
リ
ハ
ビ
リ
が
待
っ
て
い
る
。

　

相
手
方
は
ア
ル
バ
イ
ト
が
出
来
な
い
し
、
母
親
は
相
手
方
介
助
の
た
め
の
休
業
補
償
を
請
求
。
三
カ
月
分
の

病
院
代
、
約
四
十
六
万
円
を
立
て
替
え
て
い
る
。

　

相
手
方
が
入
院
中
、
申
立
人
は
見
舞
い
に
も
来
な
か
っ
た
と
怒
っ
た
。

調
停
五
回
目

　

申
立
人
は
自
賠
責
の
範
囲
で
全
額
支
払
う
こ
と
を
約
束
、
加
害
者
請
求
す
る
と
言
う
。

　

相
手
方
が
症
状
固
定
完
了
し
た
の
で
、
支
払
い
未
納
部
分
を
慰
謝
料
、
休
業
補
償
と
合
わ
せ
て
損
保
か
ら
全
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額
、
加
害
者
請
求
す
る
の
で
一
カ
月
は
か
か
る
と
言
っ
た
。

　

相
手
方
は
ギ
プ
ス
代
三
十
万
円
、
近
々
業
者
か
ら
請
求
が
来
る
し
、
三
日
前
に
症
状
固
定
し
、
リ
ハ
ビ
リ
は

自
然
に
任
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

相
手
方
と
し
て
も
被
害
者
請
求
す
る
し
、
慰
謝
料
、
休
損
も
取
れ
る
の
で
、
こ
れ
で
よ
い
と
納
得
し
、
調
停

六
回
目
は
申
立
人
の
み
で
、
そ
の
後
の
書
類
集
め
な
ど
の
経
緯
報
告
、
調
停
七
回
目
で
双
方
合
意
成
立
と
な
っ

た
。

　

調
停
申
立
か
ら
十
カ
月
を
要
し
、
事
故
か
ら
一
年
七
カ
月
か
か
っ
て
、
よ
う
や
く
解
決
し
た
。

　

交
通
事
故
は
当
事
者
が
任
意
保
険
に
入
っ
て
い
れ
ば
損
保
会
社
同
士
で
な
ん
と
か
解
決
出
来
る
が
、
強
制
保

険
だ
け
の
場
合
、
も
め
る
こ
と
が
多
い
。
不
景
気
で
任
意
保
険
を
か
け
ら
れ
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
、

一
旦
、
事
故
に
な
れ
ば
後
の
始
末
が
大
変
で
あ
る
。

　

運
転
す
る
者
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

　

こ
の
相
手
方
も
足
に
傷
痕
が
残
り
、
整
形
で
少
し
は
き
れ
い
に
な
っ
た
も
の
の
女
の
子
ゆ
え
、
心
に
傷
も
残

り
、
こ
れ
か
ら
大
人
の
女
性
に
な
る
に
つ
れ
、
悩
み
も
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

交
通
事
故
の
影
響
の
な
ん
と
大
き
い
こ
と
か
思
い
知
ら
さ
れ
た
事
件
で
あ
っ
た
。
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二
、
貸
　
金

　

○
申
立
人
・
七
十
代
女
性

　

○
相
手
方
・
四
十
代
女
性

　

○
残
債
務
四
百
万
円
を
返
せ
と
の
申
し
立
て

　

申
立
人
は
相
手
方
の
父
の
姉
で
あ
る
。
申
立
人
は
独
り
暮
ら
し
で
年
金
暮
ら
し
で
あ
る
。
相
手
方
か
ら
消
費

者
金
融
の
借
金
返
済
の
た
め
貸
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
、「
サ
ラ
金
に
追
わ
れ
て
可
哀
想
や
」
と
同
情
し
、
借
用

証
を
書
い
て
も
ら
っ
て
四
百
万
円
を
貸
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
な
か
な
か
返
し
て
く
れ
な
い
の
で
督
促
状
を
送
っ
た
が
駄
目
で
、
一
カ
月
前
、
相
手
方
と
話
し
合

っ
た
と
こ
ろ
、「
返
さ
ん
」
と
言
わ
れ
、
こ
の
申
し
立
て
に
至
っ
た
。
利
息
も
つ
け
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。
先

月
は
相
手
方
が
申
立
人
の
家
の
下
に
来
て
唸
っ
た
り
し
た
の
で
、
ど
う
に
か
し
て
ほ
し
い
と
困
っ
て
い
る
様
子
。

　

さ
て
相
手
方
は
未
婚
で
独
り
暮
ら
し
。
悪
徳
商
法
に
騙だ
ま

さ
れ
た
り
、
買
物
依
存
症
で
衝
動
買
い
し
た
り
で
借
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金
が
増
え
た
ら
し
い
。

　

相
手
方
が
今
住
ん
で
い
る
家
は
、
申
立
人
と
そ
の
弟
、
相
手
方
と
そ
の
妹
の
名
義
で
、
相
手
方
の
持
分
四
分

の
一
の
と
こ
ろ
、
そ
の
家
を
抵
当
に
銀
行
か
ら
一
千
万
円
借
り
て
い
て
、
消
費
者
金
融
に
二
百
万
円
、
申
立
人

に
四
百
万
円
、
合
計
一
千
六
百
万
円
の
借
金
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

絶
対
、
自
己
破
産
は
し
た
く
な
い
と
昼
も
夜
も
働
い
て
い
る
。
申
立
人
に
は
分
割
で
返
済
す
る
と
言
う
。

　

申
立
人
は
月
二
万
円
、
相
手
方
は
月
一
万
円
と
主
張
。
相
手
方
は
申
立
人
は
伯
母
だ
か
ら
、
な
ん
と
か
し
て

ほ
し
い
と
訴
え
、
中
を
取
っ
て
、
月
一
万
五
千
円
で
二
百
六
十
七
回
、
二
十
二
年
の
長
き
に
亘
る
も
、
申
立
人

が
仕
方
が
な
い
と
折
れ
て
、
即
日
和
解
成
立
。

　

い
つ
も
調
停
で
思
う
こ
と
だ
が
、
お
金
の
貸
し
借
り
は
た
と
え
血
が
繋
が
っ
て
い
よ
う
と
、
あ
ま
り
、
し
な

い
ほ
う
が
よ
い
と
思
う
。
返
済
出
来
な
い
時
に
犬
猿
の
仲
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
他
人
な
ら
ば
友
達
関
係
が

破
綻
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。
お
互
い
に
困
っ
て
い
る
時
に
助
け
合
う
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
が
、
お
金
を

貸
す
時
は
、
あ
げ
た
と
思
っ
て
貸
し
て
い
れ
ば
、
後
々
、
問
題
が
起
こ
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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三
、
損
害
賠
償

　

○
申
立
人
・
十
代
男
性

　

○
法
定
代
理
人
・
親
権
者　

母

　

○
相
手
方
・
十
代
男
性

　

○
法
定
代
理
人
・
親
権
者　

父
、
母

　

申
立
人
と
相
手
方
は
共
に
少
年
野
球
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
あ
る
日
、
野
球
の
試
合
で
、
相
手
方
が
打
っ
て

放
り
投
げ
た
バ
ッ
ト
が
申
立
人
の
口
に
当
た
り
前
歯
の
上
二
本
が
損
傷
し
、
下
二
本
は
折
れ
た
。
つ
ま
り
四
本

が
損
傷
を
受
け
、
現
在
は
仮
の
挿
し
歯
の
状
態
で
あ
る
。
歯
医
者
に
よ
る
と
本
格
的
な
治
療
は
五
年
後
以
降
に

な
り
、
今
の
医
療
で
は
三
百
万
円
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
な
る
と
聞
き
、
慰
謝
料
の
五
十
万
円
を
上
乗
せ
し

て
支
払
え
と
の
申
し
立
て
。

　

事
故
後
、
相
手
方
か
ら
は
菓
子
箱
を
持
っ
て
三
回
来
た
の
み
で
あ
る
。
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相
手
方
の
親
は
最
初
、
相
手
方
は
「
し
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
る
」
と
言
っ
た
が
、
申
立
人
の
親
が
相
手
方

に
直
接
聞
い
た
ら
「
し
た
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
、
相
手
方
の
親
は
過
失
を
認
め
、
五
年
後
の
治
療
費
を
全
額

持
つ
と
言
っ
た
。

　

し
か
し
初
回
、
相
手
方
の
親
は
こ
れ
は
子
供
の
遊
び
で
起
こ
っ
た
事
故
で
あ
り
、
す
べ
て
ひ
っ
く
る
め
て
三

十
万
円
し
か
払
え
な
い
と
主
張
。
申
立
人
の
親
は
納
得
せ
ず
、
次
回
、
医
師
の
見
積
書
を
持
参
す
る
こ
と
で
終

了
し
た
。

調
停
二
回
目

　

申
立
人
の
親
は
医
者
の
見
積
書
を
持
参
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
一
本
六
十
万
円
の
四
本
分
、
二
百
四
十
万
円
＋
通

院
費
、
諸
々
込
み
で
三
百
万
円
、
慰
謝
料
五
十
万
円
と
当
初
の
申
し
立
て
を
変
え
な
か
っ
た
。

　

相
手
方
の
親
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
一
本
四
十
万
円
で
出
来
る
と
言
っ
た
の
で
、「
そ
れ
な
ら
医
者
を
紹
介
し

て
く
れ
」
と
申
立
人
の
親
は
険
悪
に
な
っ
た
。
相
手
方
の
親
は
前
回
以
後
、
弁
護
士
に
相
談
し
て
き
て
い
て
、

結
局
、
治
療
費
百
五
十
万
円
、
慰
謝
料
十
万
円
、
計
百
六
十
万
円
を
譲
ら
ず
、
子
供
が
し
た
こ
と
と
繰
り
返
し

た
。

　

申
立
人
の
親
は
母
子
家
庭
で
も
あ
る
し
、
双
方
、
近
所
な
の
で
裁
判
は
避
け
た
く
、
納
得
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
支
払
い
は
五
十
万
円
を
一
括
で
六
カ
月
以
内
、
百
十
万
円
は
今
す
ぐ
用
意
出
来
な
い
の
と
、
五
年
後
の
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手
術
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
相
手
方
の
学
資
保
険
の
下
り
る
三
年
後
と
決
ま
っ
た
。

　

こ
の
事
件
は
申
立
人
側
が
折
れ
た
形
で
和
解
成
立
。
し
か
し
歯
は
永
久
歯
と
な
れ
ば
二
度
と
生
え
て
こ
な
い

し
、
申
立
人
は
五
年
後
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
で
一
生
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
う
か
治
療
が
う
ま
く

い
っ
て
お
互
い
に
、
し
こ
り
を
残
さ
ね
ば
よ
い
が
と
祈
ら
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
。

四
、
騒
音
慰
謝
料
請
求

　

○
申
立
人
・
四
十
代
夫
婦

　

○
相
手
方
・
三
十
代
夫
婦

　

申
立
人
と
相
手
方
は
隣
同
士
、
申
立
人
が
三
年
前
、
隣
に
越
し
て
き
て
か
ら
ス
テ
レ
オ
の
音
が
う
る
さ
く
、

夫
婦
と
高
校
生
の
娘
が
精
神
障
害
に
な
り
、
神
経
科
に
通
院
。
夫
は
入
院
も
し
、
休
業
補
償
、
通
院
費
用
、
慰

謝
料
を
払
え
と
の
申
し
立
て
。

　

申
立
人
の
娘
の
窓
と
相
手
方
の
窓
は
近
く
、
す
ご
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
ス
テ
レ
オ
を
鳴
ら
し
て
い
る
た
め
、
テ
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ス
ト
の
時
も
勉
強
出
来
な
い
。
そ
れ
に
申
立
人
の
家
中
の
部
屋
に
丸
聞
こ
え
で
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
、
妻
は

耳
鳴
り
が
出
る
な
ど
家
族
全
員
が
病
気
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
再
三
、
相
手
方
に
注
意
を
し
た
が
、
テ
ス
ト
の
時
は
窓
に
「
テ
ス
ト
中
」
と
貼
紙
を
せ
よ
と
か
、

文
句
を
言
わ
れ
た
が
、
隣
近
所
も
皆
う
る
さ
い
と
言
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
二
、
三
カ
月
は
少
し
静
か

な
日
も
あ
る
。

　

相
手
方
は
三
交
替
の
仕
事
で
昼
、
寝
る
こ
と
も
あ
り
、
申
立
人
の
犬
が
う
る
さ
く
て
寝
れ
な
い
の
で
、
犬
を

つ
な
ぐ
位
置
を
変
え
ろ
と
主
張
。
ス
テ
レ
オ
に
つ
い
て
は
す
で
に
配
置
換
え
を
し
た
。

　

相
手
方
は
、
自
分
た
ち
は
こ
こ
に
二
十
年
住
ん
で
い
る
が
申
立
人
の
や
り
方
は
え
げ
つ
な
く
て
、
す
ぐ
警
察

を
呼
ん
で
き
て
、
こ
れ
ま
で
三
回
警
察
が
来
た
し
、
ど
な
り
込
ん
で
来
る
わ
で
、
精
神
的
に
お
か
し
く
な
っ
た

と
訴
え
た
。
そ
し
て
治
療
費
ぐ
ら
い
払
っ
て
も
よ
い
と
。

　

そ
れ
に
対
し
申
立
人
は
、
こ
れ
ま
で
犬
の
こ
と
は
言
わ
れ
な
か
っ
た
。
犬
は
動
か
せ
な
い
。
犬
の
こ
と
は
改

め
て
調
停
申
し
立
て
せ
よ
と
言
う
。
そ
し
て
金
の
こ
と
は
問
題
で
は
な
く
誠
意
あ
る
謝
罪
を
せ
よ
と
…
…
。
し

か
し
、
治
療
費
は
三
人
で
一
万
円
か
か
っ
た
。

　

相
手
方
も
申
立
人
か
ら
相
手
方
の
勤
め
先
の
上
司
に
ま
で
電
話
を
さ
れ
て
迷
惑
を
こ
う
む
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
双
方
ど
っ
ち
も
ど
っ
ち
で
、
隣
同
士
仲
良
く
す
る
と
の
こ
と
で
一
応
合
意
が
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
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犬
に
つ
い
て
の
申
し
立
て
は
聞
い
て
い
な
い
の
で
、
別
の
と
こ
ろ
に
動
か
し
た
と
思
い
た
い
。

　

遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
お
り
、
何
か
の
時
は
お
互
い
に
世
話
に
な
る
こ
と
も

あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
、
い
が
み
合
わ
な
い
よ
う
に
生
活
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

五
、
過
払
い
代
金
の
返
却

　

○
申
立
人
・
六
十
代
男
性

　

○
相
手
方
・
某
仏
壇
会
社

　

申
立
人
は
相
手
方
に
過
払
い
金
百
五
十
五
万
円
を
払
え
と
の
申
し
立
て
。

　

申
立
人
は
相
手
方
か
ら
六
年
前
に
七
百
万
円
の
仏
壇
を
五
百
五
十
万
円
に
ま
け
て
も
ら
っ
て
購
入
し
た
。

　

最
初
に
手
付
金
百
八
十
万
円
を
支
払
い
、
一
カ
月
後
に
残
金
と
消
費
税
を
支
払
っ
た
。
そ
し
て
、
別
の
仏
壇

店
に
行
っ
た
ら
同
じ
も
の
を
六
百
万
円
で
売
っ
て
い
た
の
で
、
相
手
方
に
解
約
を
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
駄
目

と
拒
否
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
十
カ
月
後
、
仏
壇
が
納
入
さ
れ
た
が
、
約
束
の
品
と
違
っ
て
い
て
、
三
百
万
〜
四
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百
万
円
の
品
物
だ
っ
た
。
そ
こ
で
四
百
万
円
と
見
て
消
費
税
を
プ
ラ
ス
し
て
差
額
分
の
百
五
十
五
万
円
を
返
却

せ
よ
と
い
う
も
の
。

　

相
手
方
は
申
立
人
に
仏
壇
を
納
入
し
た
日
、
契
約
の
品
と
違
う
と
文
句
を
言
わ
れ
、「
五
十
万
引
い
て
く
れ
」

と
言
わ
れ
た
。
そ
こ
で
担
当
者
は
四
十
万
円
値
引
き
し
た
。
そ
の
担
当
者
は
す
で
に
退
職
し
て
い
る
が
当
時
の

領
収
書
も
あ
る
。

　

そ
の
後
、
今
日
ま
で
、
申
立
人
か
ら
ハ
ガ
キ
が
四
十
二
回
、
手
紙
も
四
通
来
て
、
そ
の
度
に
、
訪
問
し
、
話

し
合
い
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
相
手
方
は
約
束
の
品
を
納
品
し
て
い
て
決
し
て
別
の
物
で
は
な
い
。
十
六
羅
漢

を
三
人
天
人
に
変
更
し
、
欄
間
の
取
り
換
え
は
完
了
し
て
い
る
。

　

申
立
人
は
堂
造
り
に
す
る
か
ら
と
言
う
の
で
、
相
手
方
が
百
五
十
万
〜
二
百
万
円
い
る
と
言
っ
た
ら
申
立
人

は
、
も
う
い
い
と
言
っ
た
が
、
元
々
三
百
万
円
の
仏
壇
だ
か
ら
二
百
万
円
出
せ
と
要
求
さ
れ
た
。
と
に
か
く
、

仏
壇
が
違
う
の
で
騙
さ
れ
た
、
部
品
を
換
え
ろ
の
お
願
い
ば
か
り
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
絵
、
障
子
、
五
具

足
が
安
物
と
言
わ
れ
て
、
五
具
足
を
交
換
し
た
。
十
八
万
円
か
か
っ
て
い
る
。

　

半
年
前
に
申
立
人
の
注
文
分
は
す
べ
て
完
了
し
た
が
、
申
立
人
の
不
信
感
は
消
え
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
責
任
を
以
て
対
応
し
て
き
た
し
、
部
品
交
換
も
し
た
が
、
申
立
人
か
ら
の
度
々
の
ク
レ
ー
ム
に
、

い
い
加
減
困
っ
て
い
る
。
納
品
時
に
四
十
万
円
相
手
方
に
返
し
て
い
る
し
、
仏
具
、
蒔
絵
交
換
分
に
二
十
九
万
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円
余
り
か
か
っ
て
い
る
の
で
申
立
人
の
申
立
額
か
ら
、
そ
の
分
を
差
し
引
い
て
解
決
金
を
考
え
て
い
る
と
話
し

た
。
正
式
な
額
は
次
回
に
な
っ
た
。

調
停
二
回
目

　

申
立
人
は
意
外
に
落
ち
着
い
て
い
て
、
解
決
金
五
十
万
円
で
も
よ
い
と
言
っ
た
が
、
相
手
方
は
八
十
万
円
一

括
で
返
す
と
言
っ
て
、
す
ん
な
り
と
和
解
成
立
し
た
。

　

相
手
方
は
こ
の
六
年
間
、
申
立
人
の
度
重
な
る
注
文
に
苦
慮
し
て
き
た
と
み
え
て
、
や
っ
と
安
堵
の
色
が
見

ら
れ
た
。

　

仏
壇
は
素
人
が
仏
壇
売
場
に
行
っ
て
も
な
か
な
か
見
分
け
が
つ
か
ず
、
よ
く
分
か
ら
な
い
よ
う
で
、
そ
れ
で

い
て
一
生
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
買
い
物
で
、
い
ろ
い
ろ
と
迷
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
申
立
人
も
注
文
の
時
見

た
印
象
と
納
入
の
時
の
印
象
が
違
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
間
、
別
の
仏
壇
店
の
仏
壇
を
い
ろ
い
ろ

見
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
か
も
…
…
。

　

と
に
か
く
一
件
落
着
と
な
り
、
一
番
喜
ん
で
い
る
の
は
中
に
入
っ
て
い
る
御
先
祖
様
や
仏
様
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
れ
に
し
て
も
よ
か
っ
た
よ
か
っ
た
。



途
中
省
略

続
き
は
製
品
版
に
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。
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